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皆
様
への
ご
挨
拶

そ
の
や
ま
康
男

向
暑
の
候
、

皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
市
議
会
議
員
そ
の
や
ま
康
男
の
議
員
活
動

に
対
し
、
格
別
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
６
月
の
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
一般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
△塁
祓会
か
ら
議
場
で
の
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、

ノ
ー
いンャ
ケ
ット
が
許
可
と
な
り
、
早
速
私
も
ク
ー
ルビ

ズ
で
登
壇
し
、
省
平
不
ル
ギ
ー
・地
球
温
暖
化
防
止
の

取
り
組
み
に
協
力
い
た
し
ま
し
た
。

質
問
の
内
容
は

（１
）
本
市
が
新
た
な
自
主
財
源
確
保
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
て
西
三
河
で
初
め
て
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
の
掲
載
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
効
果
や
今
後
の
展
開
に
つい
て
。

（２
）
４
月
２４
日
に
全
国
で
一斉
に
実
施
さ
れ
た
全
国

学
カ
テ
ス
ト
に
つ
い
て
。
約
４０
年
前
、学
校
や
自
治
体

で
順
位
を
競
い
合
う
よ
う
に
な
り
学
カ
テ
ス
ト
が
学

カ
コ
と
プス
ト
化
し
た
結
果
、廃
止
に
な
った
経
緯
を

ふ
ま
え
、△フ後
の
問
題
点
や
来
年
以
降
の
参
加
表
明
。

（３
）
春
の
桜
ま
つ
り
岡
崎
城
下
舟
遊
び
の
秋
の
運
航

方
法
や
時
期
に
つい
て
。

（４
）
長
久
手
町
で
発
生
し
た
発
砲
立
て
こ
も
り
事

件
を
教
訓
に
、
本
市
の
危
機
管
理
計
画
の
作
成
に
つ

い
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
の
声
を
代
表
し
、
市
政

発
展
に
少
し
で
も
役
立
つ
よ
う
に
絶
え
ず
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
平
成
１７
年
１０
月
か
ら
建
設
を
進
め
て
き

た
市
役
所
東
庁
舎
が
完
成
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
庁
舎
の
特
徴
の
ひ
と
つが
東
海
地
震
を
始
め
と

す
る
自
然
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
防
災
拠
点

機
能
で
す
。

ま
た
一階
南
側
を
住
民
票
や
戸
籍
関
係
は
も
と

よ
り
、
介
護
保
険
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険

や
各
種
手
当
の
申
請
な
ど
、
市
民
課
、
社
会
福
祉

課
を
ま
と
め
総
合
窓
口
と
し
、市
民
の
皆
さ
ん
の

利
便
性
を
高
め
、
よ
り
一層
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
ご
声
援
、
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
致
し

ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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この工事請負は、本市・板面町に新一般廃棄物中間処理施設として
シャフト炉式ガス化溶融施設の建設を行うもので魂  (簡単に言えば
新しい大型ごみ処理の施設です)

岡崎市は「安全」「安定」で「安心」でき、「経済性・リガ クル性」に優れ
たものを基本理念として2社の会社に絞り込みました。
その過程で一方の会社を書類不備として本市の行政判断で失格とし、
残つた一社を契約予定者として認定しました。
そこからは新聞報道でご承知の通りで、失格になった会社から苦情申
立書が提出され、本市の決定を恣意的な扱いであると非難、技術検討委
員会委員長からも今回の扱いは不当であるとのFAXが本市に届きました。
これを受け我が会派は都合6回、述べ12時間以上力ヽナて詳細かつ慎重に

審議をし、 業者選定過程において問題があつたと指摘された事に関して
は市側にも反省すべき点は認められるが、今回はそれをくつがえすだけ
の根拠にはなりえないと考え、 行政としての説明責任は果たい[いると
しました。最終的には四会派が賛成し、新日鉄エンジエアリング(株)に約
139億円で契約することに議案可決しました。皆さんの税金を使用して建
設される施設で魂 今後の施設建設についても大いに議論が必敷 す。
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政務調査費は調査研究のための視察研修、
広幸反誌作成、交通通信費などが議員個人では
なく、会派に支給されるものです。
本市で|ま 3月定例会にて政調費の交付に関

する条例の一部訂正を議員提出し年額72万円
を年額60万 円(月額5万円)に改め、4月 1日 から
施行されています。
他市では領収書の公開を行わ式 第2の議員

報酬などと取り上げられていますが、 本市に
おいては必ず領収書を添付し、オープンにし
ていますメ視察調査報告は会派のホームペー
ジでご覧いただけます)

また当然使わなかった分は返還し、オーバ
ーすれば自費出費で魂
個人的には本市は真面目に取り組んでいると思
いますよ。

AED(自 動体外式除細動器)と は、簡単に言う
と心臓が痙攣をおこし、 全身に血液を送るこ
とができなくなつている時に電気ショックを与
え正常な状態に戻す器械です。
本市は前回学校をはじめとした公共施設に

138台のAEDを 設置し、今回は小児用パッド付
AEDを市内の子どもの家42ケ所、児童育成セン
ター3ケ所、幼稚園3ケ所、保育園47ケ所に合計
95台設置します。
実際に現場に直面した時にあわてず的確に

行動できるように一人でも多くの人が講習を
受けておく必要がありますね。
私も講習受講しましたよ。
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つ 他市の政務調査費が大き<マスコ

' ミにとりあげられたけど、岡崎市|  は公明正大に扱われているの?
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■ホームベージ奮闘日記より 詳しくはインターネットで「園山康男」と検索下さい
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